
 

個 人 質 問 議会事務局 

処 理 欄 

令和５年２月１６日  ８時３０分  受  付 

質 問 順 位  第 １２ 番 

武豊町議会議長 石原 壽朗 殿 

武豊町議会議員 石川 義治 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和５年第１回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１ .これからの

学校給食につい

て 

【趣旨説明】 

学校給食は、明治２２年（1889）山形県鶴岡町（現鶴岡市）の小学校で

実施されたのが、始まりとされています。 

戦時中は、一時中断されましたが、昭和２９年（1954）に、「学校給食

法」が制定され、その後、平成１７年（2005）の「食育基本法」制定を受

けての平成２０年（2008）「学校給食法」一部改定を経て、現在に至るま

で、学校教育活動の一環として、学校給食の普及と充実が図られてきまし

た。 

本町の学校給食についても、その時代時代の要請に応じ、食育への取り

組み、食物アレルギーへの対応等、様々な課題に取り組んで頂いていると

ころです。 

こうした中、最近では、昨年から続く、食品価格上昇への対応や、昭和

５０年（1975）の建築後４７年が経過し、老朽化が進む給食センターの建

替えが必要な状況となっています。 

今後も、安全安心でおいしい給食の提供を継続するため、これからの学

校給食について、どのように考え、様々な課題に対応していかれるのか、

以下質問します。 

 

【質問事項】 

①食育について、どのように対応していくのか。 

②食物アレルギーについて、どのように対応していくのか。 

③食品価格上昇について、どのように対応していくのか。 

④給食センター老朽化について、どのように対応していくのか。 

 

 

 


